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COMMAハウスにて

HE press Vol.06をお届けいたします。
　HE pressは、ホームエレクトロニクス開発学科の教
育内容や研究、企業とのプロジェクト、学生のさまざま
な活動などを皆様にお伝えすることを目的に発刊され
ました。今後も、学科のホットな話題、情報を適時お伝え
していきます。皆様のご意見をお聞かせ下さい。

HE press 編集責任者　金井  徳兼
（ホームエレクトロニクス開発学科教授）

　

こ
ん
に
ち
は
皆
さ
ん
、株

式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
高
田

で
す
。私
の
所
属
す
る
Ｌ
Ｉ

Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
研
究
所
で
は
神
奈

川
工
科
大
学
ホ
ー
ム
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
開
発
学
科
さ
ん

へ
、年
に
数
回
授
業
の
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ

Ｌ
は
建
材（
窓
・
扉
・
外
壁
な

ど
）や
住
宅
設
備（
キ
ッ
チ
ン・

バ
ス
ル
ー
ム・ト
イ
レ
な
ど
）

を
総
合
的
に
扱
っ
て
い
る
、日

本
で（
恐
ら
く
は
世
界
で
）

一
番
大
き
な
メ
ー
カ
ー
で

す
。

　

皆
さ
ん
が
興
味
を
持
た
れ

て
い
る「
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
」に
は「
ホ
ー
ム（
住

宅
）」と「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

（
電
子
工
学
）」と
い
う
単
語

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。実
は

こ
の
２
つ
は
別
の
業
界
で
、必

要
な
要
素
技
術
も
大
き
く
異

な
り
ま
す
。２０
年
程
前
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
住
宅
の
中
に
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
応
用
し

た
商
品
が
広
が
り
、現
在
で

は
不
可
欠
の
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。例
え
ば
、玄
関
電
気

錠
、電
動
シ
ャ
ッ
タ
ー
、シ
ャ
ワ

ー
ト
イ
レ
、屋
根
材
一
体
型

の
太
陽
光
発
電
、高
気
密
高

断
熱
住
宅
に
は
欠
か
せ
な
い

２４
時
間
計
画
換
気
シ
ス
テ
ム

な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

は
住
宅
関
連
メ
ー
カ
ー
と
電

機
メ
ー
カ
ー
が
協
同
で
開
発

し
た
物
が
多
く
、住
宅
業
界

に
と
っ
て
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

を
上
手
く
取
り
入
れ
て
、住

宅
を
よ
り
快
適
に
す
る
事
は

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

　

こ
の「
住
宅
」と「
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
」が
結
び
つ
い
た

分
野
で
は
、現
在
大
き
な
ブ

ー
ム
が
起
き
て
い
ま
す
。「
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」と
い
う
言

葉
を
ど
こ
か
で
聞
い
た
事
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？　

２０
年
以

上
前
か
ら
あ
る
言
葉
で
、日

本
を
中
心
に
長
年
提
案
さ
れ

て
き
た
電
機
技
術
や
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
て
安
全
・

環
境・快
適
を
追
求
し
た「
未

来
の
住
宅
」で
す
。省
エ
ネ・

創
エ
ネ
な
ど
エ
コ
ロ
ジ
ー
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
頃
で

は
、気
候
変
動
や
大
震
災
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
影

響
を
受
け
、「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ

ス
」で
、電
機
メ
ー
カ
ー
、自

動
車
メ
ー
カ
ー
、ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
が
競
っ
て
開
発・発
表

し
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
で

も
、ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
研
究

施
設「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ａ
ハ
ウ
ス
」

を
、ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
の
次

世
代
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス「
Ｇ
Ｕ

Ｒ
Ｕ 

Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」（
写
真
）の

２
つ
を
発
表
し
ま
し
た
。私

も
長
年
、こ
の
分
野
の
研
究

開
発
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し

た
が
、多
く
の
業
界
を
巻
き

込
ん
だ
、こ
こ
ま
で
の
盛
り

上
が
り
は
初
め
て
で
す
。こ

れ
ら
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
建

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る

こ
と
で
、大
忙
し
で
は
あ
り

ま
す
が
、同
時
に
研
究
者
と

し
て「
研
究
成
果
が
役
に
立

つ
」と
い
う
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ａ
ハ
ウ
ス
」に

は
、自
然
の
風
を
利
用
し
て

夏
場
の
省
エ
ネ
を
実
現
す
る

た
め
の「
集
中
制
御
可
能
な

電
動
窓
」が
多
数
搭
載
さ
れ
、

「
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ 

Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」で

は
、そ
の
電
動
窓
の
進
化
版

を
始
め
と
し
て
、ス
マ
ー
ト
ハ

ウ
ス
と
し
て
の
中
核
を
担
う

「
住
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
」

（
図
）と
い
う
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し

ま
し
た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

住
宅
内
外
に
設
置
さ
れ
た
セ

ン
サ
ー
に
よ
り
住
環
境（
温

度
、湿
度
、明
る
さ
、雨
、風
向

き・強
さ
）や
人
の
状
態（
人
の

動
き
な
ど
）と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
状
況（
電
気・ガ
ス・水
道
の

使
用
量
、発
電
量
）を
認
識
、

通
信
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て

は
、状
況
に
応
じ
て
建
材
や

家
電
の
最
適
制
御
、テ
レ
ビ・

情
報
端
末
な
ど
自
由
に
選
べ

る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス（
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
情
報
を

人
に
伝
え
、人
の
要
望
を
シ

ス
テ
ム
に
伝
え
る
手
段
）に

よ
り
、最
適
な
行
動
を
促
す

な
ど
、住
環
境
の
安
全・環
境

（
省
エ
ネ・省
資
源
）・快
適
の

向
上
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
で

す
。特
に「
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ 

Ｇ
Ｕ
Ｒ

Ｕ
」で
は
、親
し
み
の
持
て
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　
「
住
宅
」と「
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
」が
結
び
つ
い
た
技
術

は
、人
の
生
活
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
に
役
に
立
つ
技
術

で
す
。日
本
で
唯
一
ホ
ー
ム

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
専
門

に
学
ん
で
い
る
神
奈
川
工
科

大
学
の
学
生
さ
ん
達
に
は
、

是
非
と
も
住
宅
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、「
人
」と

「
住
宅
」と「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
高
田
巖
さ
ん
に

住
宅
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。

Sm a r t  h o u s e

「人」と「住宅」と
「エレクトロニクス」を
結びつける技術
株式会社ＬＩＸＩＬ総合研究所
ＧＬ　高田　巖

M e s s a g e

ク
ス
」が
結
び
つ
い
た
こ
の
成

長
分
野
で
、将
来
大
い
に
活

躍
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

次世代スマートハウス「ＧＵＲＵ ＧＵＲＵ」 外観

住環境制御システムCH12Ver. 構成図
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〈表2〉2・3年生プロジェクト研究企業連携テーマ一覧
No. テーマ名 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

掃除機の性能に関する実験的考察

ＩＨクッキングヒーターにおける温度検出の
検討と汚れ防止マットの加熱への影響

近未来集合住宅におけるシェア家電の検討

次世代ライフスタイルの提案

スマート家電の現状調査と期待サービスの研究

エレクレット型1インチコンデンサマイクロフォンの
製作とバッファアンプの設計と製作

マーケティングについて

レゴブロックを活用したエネルギー管理学習教材の試作

小学生向けiPad使用説明書作成

日立アプライアンス

パナソニックスペース＆メディア創造研究所

ソニー

サムソン横浜研究所大阪分所

オーディオテクニカ

未来技術研究所

アフレル

五十川スタジオ

〈表1〉2年生プロジェクト研究学内テーマ一覧
No. テーマ名
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

太陽光発電の最大電力点追従制御の基本的検討

家電の消費電力について

エネループ充電電池を用いた電動アシスト自転車用バッテリの検討

温度検知機能付ペルチェ方式冷蔵庫

オリジナル掃除ロボットの製作

複数超音波センサーによる障害物の検出

ライダーのための後方危険察知装置の試作

ディスクリート型オペアンプとヘッドホンアンプの設計と製作

高臨場感動画像

After Effectsを用いた動画編集技術の検討

家電解体ディスプレイの製作

液晶テレビの構造を知る

冷蔵庫開閉音の評価について

映画から未来家電の考察

学内の放射線量測定

〈表3〉3年生開発プロジェクト研究
No. テーマ名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

サイクロン式掃除機のデザイン

ケトルのデザイン

デザインと技術を変えたドラム式洗濯機

空気清浄機のデザイン

夢の電動バイク2012

ふわふわリモコンの可能性研究

太陽光発電システムと電気料金に関する検討

太陽光発電において気象条件が効率に与える影響

水平面日射強度から見た太陽光発電量に関する検討

感じる照明　ナチュラルライト

食品・落ち葉に含まれる放射線量の測定

ホームネットワークによる消費電力の見える化

レゴブロックを使ったHEMSシステムのモデル化

掃除ロボットの性能改善に関する実験的な検討

LED照明器具と蛍光照明器具の性能比較に関する検討

LED電球の演色性についての評価　

家電製品モデルの試作

家電製品展示のためのイルミネーション

〈表4〉4年生卒研テーマ一覧
No. テーマ名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

空調機内部送風系最適化設計技術
家庭内モビリティ技術の研究
スマート家電技術の研究
ＩＨクッキングヒーターの自動調理におけるセンサー技術の検討
ミニ水力発電の実用化研究とインターネットを用いた発電量の見える化
特性の異なる太陽電池を用いた太陽光発電システムにおける最大電力点追従制御方式の検討
ブロコウセルを用いた精密温度計の設計と製作
ダイオードによる簡易型微風速計の設計と製作
WBGTを用いた事務室の環境測定
デジカメの風景画像メイクアップ
KINECTによるジェスチャーリモコンの検討
回路シュミレーションプログラムの作成
臨場感のある動画の作成法に関する検討
Armadilloを用いた家電製品の遠隔制御
グリーンシティ機能の理解とそのモデル化
電気掃除機本体の衝突回避アシスト機構の検討
家庭用自動クレープ調理器の検討
野菜栽培家電の試作
レーザー光を用いた表面精度検査
汎用画像ソフトを用いた食材の外観評価方法の検討
居住内外環境を監視する複合機能センサー技術及びシステムに関する研究
調理家電用擬似食材の研究
白色LEDのばらつき評価
LEDによる炎の表現手法の研究
バイオ照明の検討
LED照明環境による学習効率に関する実験的な検討

今
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究・

卒
業
研
究
が
ス
タ
ー
ト

技術者へのステップアップ社会人基礎力

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
や
卒

業
研
究
は
、ホ
ー
ム
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
開
発
学
科
の
特

徴
が
あ
る
科
目
で
す
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
、2・3
年

生
向
け
の
科
目
で
、卒
業
研

究
は
4
年
生
向
け
の
科
目
で

す
。こ
れ
ら
の
科
目
の
学
習

目
標
は
、学
生
た
ち
が
1
年

間
を
通
し
て
、今
ま
で
学
習

し
た
専
門
分
野
の
関
連
知

識
、技
術
と
技
能
を
有
機
的

に
繋
げ
、総
合
的
に
活
用
し
、

問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
す
。ま
た
、研
究
グ
ル

ー
プ
で
の
研
究
活
動
を
通
し

て
、企
業
の
技
術
者
や
指
導

教
員
を
は
じ
め
関
係
者
と
の

人
的
な
交
流
に
よ
り
人
間
と

し
て
の
生
き
方
や
考
え
方
を

学
び
社
会
人
基
礎
力
に
磨
き

を
か
け
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。今
年
3
月
に
4
年

間
の
学
習
サ
イ
ク
ル
を
経

て
、1
期
生
が
卒
業
し
ま
し

た
。そ
の
た
め
、い
ま
ま
で
実

践
し
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
等
に
つ
い
て
、学
生
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
や
教
員
自
身

の
チ
ェ
ッ
ク
結
果
に
基
づ
い

て
内
容
や
進
め
方
を
改
善
で

き
、今
年
度
か
ら
新
し
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究・卒
業
研
究

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

2
年
生
向
け
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
は
、今
ま
で
選
択

科
目
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
し

た
が
、今
年
度
か
ら
必
修
科

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。テ
ー
マ

は
学
内
で
専
任
教
員
が
担
当

し
て
い
る
テ
ー
マ
と
外
部
企

業
と
連
携
し
た
企
業
側
の
提

供
し
た
テ
ー
マ
が
あ
り
ま

す
。外
部
企
業
と
連
携
し
た

テ
ー
マ
は
3
年
生
と
一
緒
に

チ
ー
ム
を
組
ん
で
進
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。65
名
の
学

生
が
参
加
し
、4
月
か
ら
合

同
授
業
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
の
進
め
方
と
基
礎
知
識
を

学
び
、社
会
人
マ
ナ
ー
等
の

教
育
を
受
け
て
、5
月
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
員
の
も

と
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。7
月

3
日
に
合
同
で
中
間
発
表
を

行
い
、こ
れ
か
ら
夏
休
み
を

経
て
、後
期
に
い
ろ
い
ろ
検

討
を
進
め
、来
年
2
月
に
成

果
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

3
年
生
向
け
の
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
も
学
内
テ
ー
マ

と
企
業
連
携
テ
ー
マ
が
あ
り

ま
す
。46
名
の
学
生
が
参
加

し
、来
年
2
月
に
成
果
を
発

表
す
る
予
定
、ま
た
、4
年
生

の
卒
業
研
究
に
関
し
て
、昨

年
に
続
い
て
、2
期
生
46
名

が
27
の
テ
ー
マ
に
参
加
し
、

そ
の
中
で
、学
生
が
自
ら
進

め
る
自
習
テ
ー
マ
が
多
く
あ

り
ま
す
。現
在
4
年
生
は
就

職
活
動
を
し
な
が
ら
、卒
業

研
究
た
め
の
調
査
、計
画
お

よ
び
基
礎
検
討
な
ど
を
行

い
、着
実
的
に
進
め
て
い
ま

す
。夏
休
み
前
に
中
間
報
告

を
行
い
、来
年
2
月
に
卒
業

研
究
発
表
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

表
１
か
ら
表
4
ま
で
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
と
卒
研
テ

ー
マ
の
一
覧
を
示
し
、ホ
ー

ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
わ

た
っ
て
、設
計・製
作・シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン・
調
査
・
企
画
等

様
々
な
研
究
内
容
が
取
り
上

げ
ら
れ
、皆
様
の
研
究
成
果

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Project
Study

ホームエレクトロニクス開発学科

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・卒
業
研
究

広告
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パナソニックセンター見学

家電工学プロジェクトの取り組みマナー講座

〈図1〉神奈川工科大学の新教育体系

〈図2〉共通基盤教育の構成

就職対策講座（正課外）

学習成果

学年

（1）創造する力
（2）豊かな人間性
（3）コミュニケーション能力
（4）基礎学力

『考え、行動する人材の育成』
－社会で活躍できる人材－教育目的と教育目標

中教審の学士課程の構築提言

学士力

具体的科目内容はシラバス（授
業計画）にまとめられている。

科目系
導入系　倫理系

人文社会系　健康・スポーツ系
英語基礎系　言語応用系
数理情報系　キャリア系

学習成果の明確化
カリキュラムマップ／
カリキュラムツリー

シラバス（授業計画）
事前 事後学習

知識と理解

汎用的技術

態度 志向性

総合的な学習経験と創造的思考力

専門教育

共通基盤教育

卒業研究
・
卒業

プロジェクト

専門基礎導入→専門基礎→専門

導入系・倫理系、人文社会系、健康スポーツ系
英語基礎系、英語・日本語応用系、数理情報系、キャリア系

ユニットプログラム（ＰＢＬ ・設計・創造性教育）

学部学科横断プロジェクト STOP THE CO2プロジェクト

〈図3〉専門教育の構成

基礎数学　線形代数学
微分積分学　基礎力学
基礎電磁気学　基礎化学

基礎生物学
物理・化学ユニットプログラム
情報系　社会科学系

専門基礎導入科目 専門科目

専門基礎
専門

ユニットプログラム

Stop the CO2プログラム学習成果の明確化
カリキュラムツリー
カリキュラムマップ 01

0304

ユ
ニ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習

理解度が高まる学習スタイル授業×PBL

　

１
年
生
前
期
に
専
門
導
入

科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
る
ユ

ニ
ッ
ト
科
目
で
す
。従
来
ま
で

は
電
気
計
測
の
基
礎
に
関
す

る
内
容
や
家
電
解
体
解
析
が

中
心
で
し
た
。今
年
度
か
ら

は
、電
気
回
路
に
関
す
る
基

礎
学
習
を
新
た
に
導
入
し
専

門
学
習
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
践
に
必
要
な
知
識
を
習
得

で
き
る
よ
う
な
授
業
を
楔
的

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、キ
ャ
リ
ア
教
育
と
連
携

し
た
内
容
と
し
て
、1
年
生

全
員
が
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
東
京
を
見
学
し
、企
業

活
動
や
社
会
と
学
習
の
関
わ

り
を
考
察
す
る
よ
う
な
学
習

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。学

生
に
人
気
が
高
い
家
電
解
体

解
析
で
は
、家
電
製
品
の
原

理
と
そ
の
具
体
的
な
実
現
方

法
に
つ
い
て
考
察
す
る
一
方
、

グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
解
析

成
果
は
、ポ
ス
タ
ー
を
用
い

て
発
表
す
る
な
ど
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
技
法
の
習
得
を

併
せ
た
学
習
内
容
と
し
て
い

ま
す
。

　

2
年
生
を
対
象
と
し
て
前

期
後
期
に
開
講
す
る
専
門
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
科
目
で
す
。

こ
の
科
目
も
、ユ
ニ
ッ
ト
学
習

の
思
想
を
取
り
入
れ
た
授
業

計
画
を
今
年
度
か
ら
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
、①
ミ
ニ
計
測

実
験
を
行
い
そ
の
結
果
を
活

用
し
た
報
告
書
作
成
、②
企

業
や
社
会
を
意
識
し
た
社
会

人
マ
ナ
ー
講
座
、③
日
立
ア

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
加
賀
家
電
事

業
本
部
見
学
を
全
員
の
学
生

が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
と
づ
き

取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、学
生

は
企
業
が
提
案
す
る
課
題
や

教
員
が
設
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
期
間
に
お
い
て
は
、基
礎

学
力
充
実
を
目
指
し
た
物
理

や
電
気
回
路
の
基
礎
問
題
に

毎
回
取
り
組
み
、担
当
教
員

か
ら
不
足
し
て
い
る
知
識
や

学
習
内
容
に
関
し
て
個
別
に

指
導
を
受
け
ら
れ
る
学
習
が

あ
り
ま
す
。

　

企
業
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
践
す
る
学
生

は
、テ
ー
マ
設
定
や
成
果
報

告
な
ど
の
時
点
で
協
力
企
業

を
訪
問
し
、資
料
を
も
と
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
大
学
の
学
習
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
が
で

き
、キ
ャ
リ
ア
力
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
中
間
報
告
を
実
施
し

た
段
階
で
す
。今
後
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に
関
し
て

は
、本
紙
面
や
報
告
書
を
通

し
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
や
中
央
教

育
審
議
会（
中
教
審
）の
提
言

を
受
け
て
、大
学
と
し
て
検

討
し
て
き
た
学
士
課
程
教
育

の
体
系
化
が
ま
と
ま
り
平
成

24
年
度
よ
り
新
入
生
を
対
象

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

本
学
は
図
１
の
よ
う
な
大

学
全
体
と
し
て
共
通
基
盤
教

育
と
専
門
教
育
に
大
き
く
大

別
さ
れ
た
科
目
群
で
構
成
さ

れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
と

に
授
業
を
構
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。共
通
基
盤
教

育
は
、図
２
の
よ
う
な
中
教

審
が
示
す
学
士
力
育
成
に
対

応
し
た
学
習
成
果
を
修
め
ら

れ
る
よ
う
な
科
目
群
で
構
成

さ
れ
て
い
て
い
ま
す
。専
門

教
育
分
野
の
専
門
基
礎
導
入

教
育
は
、図
３
の
よ
う
な
数

学
系
や
自
然
科
学
系
を
中
心

と
し
た
科
目
群
で
構
成
さ

れ
、そ
の
接
続
し
た
関
連
と

し
て
専
門
基
礎
・
専
門
教
育

科
目
が
あ
り
ま
す
。

　

専
門
教
育
で
は
新
た
に
ユ

ニ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う

授
業
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

を
連
動
し
た
学
習
形
態
を
新

た
に
取
り
入
れ
ま
す
。ユ
ニ
ッ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
週
学
習
時

間
２
か
ら
４
コ
マ（
90
分
授

業
が
週
２
か
ら
4
回
で
連
続

実
施
）と
い
う
大
き
な
学
習

の
固
ま
り
で
構
成
さ
れ
、各

学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
学

習
の
大
き
な
柱
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
す
。学
生
は
同

学
期
に
受
講
す
る
各
学
習
科

目
と
の
連
携
し
た
学
習
が
可

能
に
な
り
、よ
り
理
解
度
の

高
い
学
習
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
開
発
学
科
で
は
、従
来
ま

で
の
体
験
型
学
習
や
企
業
連

携
学
習
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部

改
編
と
ユ
ニ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
家
電
工
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
」を
新
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、ユ
ニ

ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
想
は

在
校
生（
２
年
生
以
上
）の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
に
も
速
や

か
に
取
り
入
れ
、今
年
度
よ

り
授
業
計
画
を
変
更
し
ま
し

た
。

家
電
工
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

企
業
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

広告

Unit
Program

ホームエレクトロニクス開発学科

神
奈
川
工
科
大
学
の
新
教
育
体
系
と

ユ
ニ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
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創造工学部 ホームエレクトロニクス開発学科

学科と学生のための情報ひろば

豆家電の 知識
Vol.6

　その前で手を挙げると、ガヤガヤとざ
わめきの声が部屋中に響きわたった。私
はいつものように手招きするような動き
で、それを落ち着かせた。ようやく丁度良
い音になった―。
・・・ハイ、ジェスチャーリモコンによるテレ
ビの操作の様子でした。未来はこのよう
な状況が当たり前になるのでしょうか？
　というわけで、今日は「リモコン」の豆

知識です。リモコンは家電にとって不可
欠なものですよね。
　かつて、リモコンはテレビに存在してい
ませんでした。30代以上の人は、チャン
ネルを本体側で変えたことがあるはずで
す。ガチャガチャとダイヤルを回した記憶
があるはずです。本体まで動くのが面倒
で、足で切り替えようとした不精な人も

いたのではないでしょうか？そのような
人たちの要望に答えたのが今の「リモー
トコントロール」こと「リモコン」なのです！
　一度は有線型というものも登場したそ
うですが、現在の身の回りにあるように
「無線」が主流になりました。無線という
と電波を思い浮かべるかと思いますが、
現在は赤外線方式のリモコンが主流で
す。赤外線方式は赤外線という目に見え

ない光（不可視
光）を信号として
飛ばす方式です。
これでは、電波の
ように遠くまで飛
ばないような印象

を受けますし、受信側との間にモノがあっ
たら届かなくなってしまいます（光が反射
してしまうため）。さて、何故赤外線方式
が主流になったのでしょうか？
　理由は複数挙げられています。まず、
代表的な理由を挙げていきましょう。赤
外線を放射するLEDは低消費電力で、電
波通信方式の回路素子よりも低価格と

いう点、つまり費用の面で有利ということ
があります。次に無線電波では遠くまで
届きすぎてしまうという欠点があります。
欠点に思えないかもしれませんが、この
ような例を思い浮かべてみてください。
お隣の家が自宅のテレビと同機種のもの
を持っているとします。このとき、二つの
家庭でテレビを見ているとき、自宅のテ
レビチャンネルを切り替えたら、隣のテレ
ビのチャンネルも切り替わってしまう。テ
レビの配置も関わってきますが、このよう
なことが起こる可能性があるわけです。
赤外線の光を使う利点には「届く距離が
程よい」ということです。
　さて今日の豆知識は、赤外線を見るこ
とが出来る裏技をお教えします。聞いた
ことがある人、また見たことがある人も
いるかもしれません。図1を見て下さい。
デジタルカメラでリモコンの黒くなって
いる部分（赤外線照射部）を撮影したも
のです。左側がリモコンのスイッチを教
えていないとき、右側がリモコンのスイッ
チを押したときの写真です。右側の写真

ホームエレクトロニクス開発学科
助教　三栖  貴行

の赤外線照射部が光っているのは赤外
線の光でして、肉眼では確認できませ
ん。皆さんも一度、お試し下さい。デジカ
メでなくても、携帯電話のカメラでも、確
認できますよ。
　ちなみに真夏になると普通の人が見え
ない人物を「見える」と言い出す人がい
ますが、季節的に見えるようになるのは
何故なのでしょう。オールシーズンで幽
霊が見える人もいるのでしょうか？理系
的な話ではありませんね（苦笑）。今回の
豆知識はこれにて終わりにしたいと思い
ます。それでは、次回をお楽しみに。

スイッチオンの状態

ス
プ
リ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ン
プ
の
運
営
体
験
！

EVENT

　

本
年
度
の
ス
プ

リ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ン
プ
は
、『
マ
イ
コ
ン
制

御
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計
製
作
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
』と
題
し
て
、平

成
24
年
3
月
26
日
〜
29
日

（
3
泊
4
日
） 

本
学
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

科
学
技
術
の
革
新
に
伴

い
、生
活
の
支
援
や
福
祉
、医

療
分
野
な
ど
の
身
近
な
分
野

で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
ロ

ボ
ッ
ト
関
連
技
術
を
テ
ー
マ

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
自
体
が
外
部
環

境
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
動

作
す
る
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
の

仕
組
み
の
理
解
に
つ
い
て
、

電
子
や
機
械
工
学
関
連
の
基

礎
実
験
や
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ボ
ッ

ト
の
製
作
な
ど
の
体
験
的
な

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
プ
リ
ン
グ
サ
イ
エ

ン
ス
キ
ャ
ン
プ
の
運
営
に
本

学
科
2
年
生
の
土
屋 

瑠
奈

さ
ん
、佐
々
木
ま
ど
か
さ
ん
、

三
浦 

綾
華
さ
ん
の
3
名
が

参
加
し
て
い
ま
し
た
。3
人

の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
を
使

用
し
て
の
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
で
、

自
分
た
ち
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
形
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

見
る
こ
と
が
で
き
、良
い
刺

激
に
な
り
ま
し
た
」（
土
屋
）

　
「
自
分
の
考
え
て
い
る
こ

と
を
他
人
に
教
え
る
、と
い

う
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て

確
認
し
ま
し
た
。教
え
る
つ

も
り
で
し
た
が
、自
分
自
身

が
学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
」（
佐
々
木
）

　
「
普
段
は
教
え
て
も
ら
う

立
場
で
す
が
、サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ン
プ
で
は
教
え
る
立
場

で
、説
明
の
仕
方
や
接
し
方

に
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

（
三
浦
）

　

貴
重
な
体
験
を
し
た
学
生

た
ち
の
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

平
成
24
年
2
月
21
日
〜
2

月
27
日
ま
で
、大
須
賀
和
貴 

君（
H
科
3
年
）と
粕
谷
勇 

君（
同
）が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
名
門
工
科
系
大
学
で
あ
る

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大

学（
M
I
T
）を
見
学
し
ま
し

た
。

　

き
っ
か
け
は
２
人
が
本
学

科
一
色
正
男
教
授
の
講
義
を

受
け
た
際
、同
教
授
がS

ite 
M
anager

を
務
め
る
国
際

規
格
W
3
C（W

orld W
ide 

W
eb 
Consortium

）の
オ

フ
ィ
ス
が
M
I
T
に
あ
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
で
し

た
。W
3
C
だ
け
で
な
く
、海

外
の
大
学
の
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
２
人
は
本
学
科

教
員
の
す
す
め
も
あ
り
、

M
I
T
に
訪
問
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。２
人
の
訪
問

後
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

大
須
賀「
M
I
T
は『
開

か
れ
た
大
学
』と
感
じ
ま
し

た
。研
究
施
設
の
窓
は
大
き

な
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て
お

り
、中
で
研
究
し
て
い
る
様

子
が
良
く
見
え
ま
し
た
。情

報
交
換
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ

て
い
る
様
子
を
確
認
し
、私

は
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

日
本
の
大
学
で
も
採
用
し
て

欲
し
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

粕
谷「
M
I
T
の
見
学
で

感
じ
た
こ
と
は
、学
内
が
と

て
も
広
く
、学
生
の
勉
強
の

意
欲
が
高
か
っ
た
こ
と
で
し

た
。彼
ら
は
学
内
各
所
に
あ

る
ベ
ン
チ
で
黙
々
と
勉
強
し

て
お
り
、日
本
で
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
光
景
だ
と
感
じ

ま
し
た
。私
も
負
け
ず
に
勉

強
し
て
い
き
ま
す
」

　

貴
重
な
経
験
を
得
た
、２

人
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

春
休
み
を
利
用
し
て
、

ボ
ス
ト
ン・マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
を
見
学
！

TOPICS

　2012年7月25日（21:00～22:00）
放送のBSジャパン「暮らしに役立つ！家電
の学校」に、本学科の黄･三栖研究室所属
の大学院生・森史英（もりふみひで）君が
番組準レギュラーの三栖助教のアシスタ
ントとして出演しました。実は出演2回目
で、既に一人で解説もこなしています。こ
の出演に森君は「テレビ番組に出演すると
いう貴重な機会が得られてとても良かっ
たです。また、とても楽しく出演させて頂
き、本当に感謝しています」と話していま
した。三栖助教は「森君の持つ『場を和ま
せる雰囲気』に非常に助けられました。ス
タッフはもちろんのこと、出演者のお二人
にもとても気に入られている様子でした。
テレビタレントさんに気に入られている大
学院生はなかなか居ないはずです。本学
科の大学院生では鏑城君、中島君も出演
していますし、大学院生は全員出演させた
いですね。」と語っていました。

大学院生テレビ番組
「暮らしに役立つ！ 家電の学校」で
大活躍！

TOPICS

リモコンの仕組み
Vol.1

スイッチオフの状態
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力と自信がつく教育で
「考え、行動する人材」を育成します。

■工学部
機械工学科（航空宇宙学専攻含む）
電気電子情報工学科
応用化学科

■創造工学部
自動車システム開発工学科
ロボット・メカトロニクス学科
ホームエレクトロニクス開発学科

■応用バイオ科学部
応用バイオ科学科
栄養生命科学科［管理栄養士養成課程］

■情報学部
情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

ものづくり専用施設 KAIT工房




